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 新しい年、2011 年を迎え新年のあいさつを送ります。 

 新年初の同胞たちの集い、「新春の集い」が 1 月 9 日に郡山ビューホテルアネックスで 120 名の同胞の参加のもとに行

われました。 

 集いではまず「新春講演会」が行われました。挨拶に立った県商工会会長は年の初めにこのような集いを開催できるこ

とは総聯とトンポトンネのおかげだと語りながら、「昨年はあまりいいことがない 1 年だった。高等学校授業料無償化の対

象にウリハッキョが除かれようとしているし、朝米関係、北南関係もいつになく悪化している。そんな中でも自分自身が祖

国を訪問して共和国の人民生活が向上していることを実感し、ウリナラが強盛大国にむけて頑張っているのは明るい話

題だろう。今年も引き続き厳しい状況は続くことだろう。しかし、こんな時だからこそ朝鮮民族の尊厳を守り、組織を守り、

ハッキョを守っていこう。特にハッキョを守っていくことは私たちの未来を守っていくことだ。」と力強く訴えました。 

 講演は朝大政治経済学部池永一教授が最近の朝鮮半島情勢、私たちを取り巻く経済状況などについて話して下さい

ました。 

 第 2 部は成人式と新年会が行われました。20 歳を迎えた青年たちはそれぞれが鮮やかなチマチョゴリやスーツに身を

包み今後の抱負を語っていました。おいしい料理を囲んでの新年会も子供たちの歌があったり、年代別対抗のゲームが

あったり最後には抽選会があったりで終始楽しく盛り上がりました。 

 今年もみんなの力を合わせてウリ福島トンポトンネを盛り上げていきましょう！ 

《新成人たちの抱負》 

 

・大人として自覚を持って生きていきたい。 

・家族と同胞社会のおかげで大きくなった。同胞のため

に尽くしたい。 

・アボジ、オモニ、育ててくれてコマプスンニダ。 

・今勉強していることを生かしていきたい。心配はあるだ

ろうけど見守っていてください。 

・親孝行できる大人になりたい。 

・1 級建築士を目指して頑張ります。 

・感謝と挑戦の気持ちを忘れずにいたい。 

 

 

 ウリハッキョの学生たち全員が 11 日から 2 泊 3 日の

日程で北海道のハッキョを訪れ現地の学生たちと交

流を深めています。これは北海道の青商会の招きに

応じたものです。寒い時期ではありますが、北海道な

らではの楽しい思い出をいっぱい作って帰ってくること

でしょう。 

 

 

 毎年ピョンヤンで行われるソルマジ（迎春）公演に、

今年も福島ハッキョの代表が参加します。 

 13 日に日本を出発し、旧正月に行われる公演まで猛

練習するそうです。がんばってください 

中 2 李善哲トンム（李漢洙さん） 

中 2 金成俊トンム（金世一さん） 


